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『スタンダード工学系のフーリエ解析・ラプラス変換』第1刷正誤表

この度は，標記書籍をお買い求めいただき誠にありがとうございました。
標記書籍の第1刷（2015年1月発行）に誤りがありました。訂正し，深くお詫び申し上げます。
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51 3行目 これは畳み込み積分の一方の関数をもう一方と同じに
したものである．ただし複素共役が導入されている．

式（6.6）では複素共役が導入されている．

52 例題 6.4
の答

52 6．時間と周波数の双対性，パーセバルの等式

 
f（t）＝

　1　（0≦≲ t＜ T）

  0　（ t＜ 0，t≧≳ T）

であった．

　自己相関関数は以下の式の通りとなる．

  0　 （ t＜ 0）

  t　 （0≦≲ t＜ T）

 
R（τ）＝

∞

－∞
f（t）f＊（t－τ）dt＝

　（2T－ t）　（T≦≲ t＜ 2T）

  0　 （ t≧≳ 2T）

　パワースペクトル密度は

 S（ω）＝
∞

－∞
R（τ）e－jωtdt＝ T2e－jωT

sin（ωT
2 ）

（ωT
2 ）

2

となる． ■

　例題 6.4の詳細な解法は例題 5.2ですでに解説済みなので，43ページを参

照されたい．

 展開 

問題 6.1　  以下の式で表される時間関数に対する積分を，パーセバルの等

式を用いて解け．すなわち

 f（t）＝ AF2（ sin（πFt）
（πFt） ）

2

に対する

 
∞

－∞
｜f（t）｜2dt＝

1
2π

∞

－∞
｜F（ω）｜2dω

を計算せよ．

問題 6.2　（1）　f（t）＝ e－｜t｜のフーリエ変換を求めよ．

（2）　  （1）の結果とパーセバルの等式を用いて，以下の積分を求

めよ．
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61 式（7.5）
の2行目と
3行目
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7.3　標本化信号からの原信号の復元
　逆に，Fδ（ω）からもとの信号 f（t）を求めることを考える．f（t）自体の周波数ス

ペクトルは Fδ（ω）の周波数範囲を－ 2πW≦≲ω≦≲ 2πWに限定すればよい．す
なわち，

 Fδ（ω）＝ fsF（ω）＋ fs

∞

m＝－∞
m≠0

F（ω－ 2mπfs）　（－ 2πW≦≲ω≦≲ 2πW）

である．－2πW≦≲ω≦≲2πWの周波数範囲に限定し，かつナイキスト周波数（ fs

＝ 2W）を前提とすると，

 F（ω）＝
1
fs
Fδ（ω）＝

1
2W

Fδ（ω）

となる．式（7.1）の右辺第 1式のフーリエ変換と時間軸上の推移を用いて，

 Fδ（ω）＝
∞

n＝－∞
f（ n

2W）e－j nω2W  （7.4）　

だから，

 F（ω）＝
1

2W

∞

n＝－∞
f（ n

2W）e－j nω2W
である．この式を逆フーリエ変換の定義式に代入して，

 f（t） ＝
1

2π

∞

－∞
F（ω）e jωtdω＝

1
4πW

2πW

－2πW

∞

n＝－∞
f（ n

2W）e－j nω2W e jωtdω

＝
1

4πW

∞

n＝－∞
f（ n

2W）
2πW

－2πW
e jω（ t－nω

2W ）tdω

＝
1

2π

∞

n＝－∞
f（ n

2W）sin（2πWt－ nπ）
2πWt－ nπ

 （7.5）　

が得られる．ここで注意するべきこととしては，標本化した信号を単に並べて
∞

n＝－∞
f（ n

2W）としても，これが任意の時間 tに対する求める時間波形 f（t）には

ならないことである．式（7.5）は，もとの信号を標本化周期ごとに標本化して得

られた信号強度をそれぞれの時間に対して与え，sinc関数を掛けた信号の和

を表している．sinc関数は標本化周期ごとに値が 0となる．したがって標本

化された各時刻では，ほかの時刻で標本化した信号の強度はすべて 0となるた

め，sinc関数を用いたことによる影響はない．標本化時間以外は補間されている．

n

（ 2W ）
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n

（ 2W ）

64 要点 1 フーリエ級数展開の周期数成分に フーリエ級数展開の周波数成分に

66 3行目 図8.1に標準化されたもとの波を示す． 図8.1に標本化されたもとの波を示す．
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